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Eiji Takeda · Professor / Course of Clinical and Applied Nutrition, School of Nutrition, Yutaka Taketani ·Associate Professor / Course of Clinical and Applied Nutrition, School of Nutrition

Target〉 栄養アセスメントは栄養状態だけでなく疾患の病態および進行度を評価
する手段であり，健康の増進，疾患の予防または治療の栄養学的対策をたて
るうえで重要である．疾患の家族歴や食事歴などの問診，身体計測，臨床検
査，さらに栄養摂取量および消費量を把握する．このことにより栄養管理の
対策をたてることが可能になる．

Outline〉 栄養アセスメントは栄養状態だけでなく疾患の病態および進行度を評
価する手段であり，健康の増進，疾患の予防または治療の栄養学的対策をた
てるうえで重要である．疾患の家族歴や食事歴などの問診，身体計測，臨床
検査，さらに栄養摂取量および消費量を把握する．このことにより栄養管理
の対策をたてることが可能になる．

Schedule〉
1.入院患者のすべてに対して，栄養状態のスクリーニング (年齢，%理想体
重，身長・体重比，体重減少率，肥満指数，ウエスト・ヒップ比，皮下脂
肪厚，上腕周囲，上腕三頭筋囲および上腕筋面積を測定)を行って評価す
ることにより，栄養障害があるか，あるいは栄養教育の必要があるかを明
らかにする．さらにより詳細な栄養アセスメントが必要であるかを検討
する．栄養管理が不要と思われるときでも 7∼ 10日後に再度スクリーニ
ングを行う．種々の栄養指標を評価するとともに，現在の食事摂取状況
が適当であるかを評価する．このような手法により，それぞれの患者の
栄養に関する問題や栄養管理の必要性を明らかにし，医師の治療計画が
スムーズに行える栄養治療計画を設定する．入院中は経過を観察し，栄
養療法が十分に実行できており，成果が得られているかを評価し，その結
果によってケアプランを変更することもときには必要である．実施した
栄養ケアの内容を正確に記入し，食事や栄養療法の変更内容もカルテに
記入し，部局内および部局外との意思疎通を図らなければならない．こ
れらの手法について学習する． / 栄養アセスメントとは / 栄養アセスメ
ントの必要性 / 栄養アセスメントの方法と解釈
1) 食事調査: 食事調査の種類と特徴
2) 身体指標による評価: 身長・体重比，肥満指数，ウエスト・ヒップ比，
上腕三頭筋囲および上腕筋面積，皮下脂肪厚
3) 臨床検査による評価:
○血液生化学検査: 血清蛋白
○尿生化学検査: クレアチニン身長係数，窒素出納
○生理学的検査:体脂肪測定，CT
4) エネルギー必要量:
○ストレス係数を用いたエネルギー必要量

○間接熱量計を用いたエネルギー必要量: エネルギー消費量，呼吸商，エ
ネルギー基質の燃焼比率

Textbook〉
�「臨床病態栄養学」(武田英二，編著)文光堂，2004年
�「臨床病態栄養学」(武田英二，編著)文光堂，2004年
�「実践臨床栄養学メモ」(武田英二，中屋豊，高橋保子，共著)文光堂，2003年

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217975
Contact〉
⇒武田 英二 (2525，088-633-7093，takeda@nutr.med.tokushima-u.ac.jp)，
栄養学科棟512号室 (Office Hour: 月曜日16時∼ 17時)
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